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≡空- 三毛

1 は じめに

携帯電話の普及拡大に加 え､最iEl'-では企業だけでな く家庭 において

も無線 LANが急速(･{_汽及 t/.j-:)あ る(.. また､駅､空港､ホテルな ど

の公共エ リアにおいては､ホッ トスポ ッ トと呼ばれ る無線 IJANサー

ビスが開始されてお り､インターーネ ヅ トは苗E.tlJ-;･.場所pLTtのJ:T5,:jHことと_'ま

らず､移動先やあ るいは移動中で も利用で きる無線 システム-の期待

が 高 ま っ て き て い る o (e- J apan戦 略 ⅠⅠ(*1)な ど )

先般､発表された電波 ビジョン (*2)においては､アクテ ィブライフ

&ビジネス､ハ イセキュアライフ&ビジネスを実現す るリイヤ レスブ

ロー.ドバ ン ド環境について､生活 シー ン､ ビジネスシー ンの面か ら詳

細な検討が報告されている｡この ような状況のなかで､移動 しなが ら

ワイヤ レスプロ--ドバ ン ド環境 を提供す る有力な手段 として､ ア ドホ

ックなP2Pルーーテ ィング技術 を利用 した無線 システムが昨年暮れ､

米国に登場 し､ fi拾休 などで トラ イアルが開始されている0

本論文では､第 :_回 Ill論文発表セ ミナー (*3)で相IE-した "新規

ビジネス開拓におけるビジネス･t_-;/ルaj検討"の経験 をふ まえ､ 日本

において J_0)r-/ドホ ッJJP2P無線網｣ をパブ リック ･セ フテ ィ分

野へ適用うる新規 ビジネスをと りあげ､ ビジネスモデル及び ビジネス

展聞する十での課題について検討 した結果 を鞍告する｡

なお以下の内容は､検討過程の一部を報E･するものであ り､木 ビジ

ネスに対する報告者の所属する企業､関連す る企業の方針 を述べ たも

のではあ りませんO

｢論文の内容は､私の知 る限 り他者の著作権等に抵触致 しません｡｣

2 ア ドホ ックⅠコ2P無線網の概要

本 論 文 で 取 り上 げ て い るア ドホ ッ ウ P2P無 線 網 とは ､ 米 国

:4eshNet,W()rks社 (*4)のアドホヅク.ヒ○ァ･ツー.ヒごァ･ルうインクや技術を用い

たMEAシステム*をいうt, … sL-Enal-tedA【･cr.ミtccこ:.lT･rcSystem

2.1 meshNetworksネ!二の概要

MtモShNcLworks社は､軍事用 として開発 され た技再の民間移転を促進

す るた机､ 2()00年 3月に創業 され たo 資本金は､約 48億 円o

HeshhTet.Works社uj技術は､ T)̂ ■RPA*のために ITTによって開発

された技術 を基礎 としてお り､ 7年の開発期 間 と約 200億 円の開発

費が投 じられたC, 暮･il:I.1![](ei･C.1さ.｡Idva.I(､cdRest;...･こ.I.Pr｡je｡Lslger.cy

2.2 ア ドホ ック1)2P無線網の概要

ア ドホ ックP2P無線網は､ まさにインターネ ッ トの無線版 という

べ きネッ トワークで､有線インターI-ネ ッ トと同様 に､東 ッ トワークの

自己,i.I/成､ ∃己修復､最適化の機能を持つ強軌かつ しなやかなメ ッシ
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ユ型のネッ トワー クであ る｡ 端末は､ 自分の通信の他に他人の通信を

中継 する機能 を持つため､基地局等のイ ンフラを必要 とせず､マル チ

ホ ッピング接続がで きること､高速 (公称 400km/H)で移動 しなが ら

インターネ ､ソトを利用で きること､さ らには 3次元での位 匿表示機舵

車持-I.)など､数々の優れた特徴 を持つ次 世代型のネ ッ トワー クであ るO

以下に､主な特徴 を示す｡

① 6Mbpsバース トレー ト (21･･Ibps/ユーザ程度 )

② 1000/. IPベース ド

② 高い移動速度で利用可能 (時速 4〔Olくmでハ ンズオーバ可能)

④端末間で通信 する場合 には､ インフう設備が不要

⑤正確で早い位置検出機能 (概ね 3rn程度の粘度)

⑥ ネ ッ ト7-クの ヨ己形成､ 自己修復､最適化 (幅榛回避 )機能

⑦ その他､ QoS､耐混信性 など

ア ドホ ックP2P無線網のシステム構成 を図表 1に､特徴 を図表 2に､

利用イメージを図表 3に示す｡

図表1 システム構成

…isc: モ八■ィルイントネットスイッチンク'3ントローラ(公衆回線､インタ-ネットなどの網と接続)

ZAP : インテリ.)'ェントアクセスホ1ント(有線､無線または衛星回線でMiSCと接続)

WR : ワイヤレスルータ

sD : 携帯端末 (p2P通信を実現｡専用ASIC利用)

第4回IT論文セミナー 出所.･MeshNetworks社資料.一部追記
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図表2主な特徴

利用シーンの例 主な特撤

轟ヰ亘IT論文セミナー 出癖 hbshNctw.rks社即 事､-一部追記 (C)小林満男

図表3 利用イメージ

F二,=

･∴

鰹 ,Lt-:-_=-! 雪 tLt-i--''! 二 王

r-.. :

例えば､交通事故が発生 した場合､もよりの監視カメラで事故現場を捉えると
その映像は交通局に送られ､判断され､信号鴇の制御､交通標識のメッセージ

第 4回IT論文セミナー 出所:MeshNetwoTks社資料､-部追記 (C)小林満男
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3 米国におけるパブリック ･セ ノテ ィ分野への適用の動向

2001年 9月11日U)世界貿易セ ンターのテロにおいて多 くの消

防 士た ちの尊 いflT'.命 が 失われ た {_と等 を反省 と して ､HomeLand

Securityの 設置､大規模災害時でも利用可能な通信システムやインタ

オペラビリティの墳許が進め られている｡米国電気通信事業者法会

(TIA)などによる PrlOject25(*5)の清動や､従来利用 していた携帯電

請 (低速でのデータ利用を含む)a)使川周波数を地上波ディジタル放

送に明け渡すことにな り来年秋でサー ビスが中止になることか ら､こ

の後継機の選定をどうするかが喫緊の課題 {.な一つているo このような

章で､警察や消防､救急などの分野に_おいてI/ ドホ ヅ/jl･'21'無線網

が注 目され トライtj'ル利用が間始(*6)されているO

米富でのア ドホ ッJjrJ21･)無線網のパ ブリック ･セ フテ ノ分野にお

ける利用 としては､IT:パ イルブロー ドバ ン ド映像 .音声 .デ一･一夕 .位

置帖報伝送を可能 とする広域通信 ･現場通信網を､随時､ どこにでも

確立できる特徴を活か し､以 L'のような利用が開始されつつある｡

① 高層 ビル火災時における緊急出動隊員と現場指揮者 との情報拝の

迅速な形成 (映像/㌫声/:i:･-夕/柏躍情報/各越センサ情報)

②被災現場等か らの映橡伝送 (ヘ リ/車両/現地隊員から本部へ)

③現場における隊員相方の通信､酎 †丁網への接続､など

1 ア ドホックP2lP無線網の ビジネスモデル

新規 ビジネスL'.おける事業定義を横言Jする!/.あたっては､基本的に

前rrllの報告とFf:様のア-}-ローチ (*3､*7)をと-)てい ろ く}大論文では､

関連する複数のバ･-1トナー一企業が夫々l'ヨネ巨7)新規 ビジネスについて事

業定義を行い､その検討結果を-3き合わせ､対話を虚ぬ ることによっ

て､その ビジネスにおける各社の偉匿づけ､役割を･一･屑明確なものと

していった調程を報告するものである｡

4.1 Me shブLTジrJj トの構成

ヒ7本における-}'JドホックP2上り粥線網の展開は､もともと^社(/I.)t･It

ジネスであ りい くつかの有望な適用領域を想定 していたC _1:lc s h.I/-

UジェJj トは､そ0.)tfTでバ ブりッ/I.セフテ ィ分野への適用を自社q)

新規 ビジネスとする3社により構成されたo

A朴 :McshNet,̂･orks社製晶の独f吊机坂元牡を有する輸入商iir-.a

MeshNetvorks礼へ山賀するとともに､n oフ寸リツタ･セフティ分野

のほか､ ITS分野などい くつかの分野での ビジネス展開を

目ざしている｡

B社 :ア ドホッJjP2P無線網を新たなシステムインテグレーショ

ンの核製品として位置づけ､ SI事業の拡大をめざすシステ

ムインテ グレータ｡
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瀧逸 機

C社 :ア ドホ ヅJJi)2f:'無線網の構築､販売等 を自社の新規 ビジネ

スとしてね らう事業者｡ (韓害者が所属する企業)

4.2 ｢事業の定義｣の碩討手順

M(1S hプロジェク トを設置 し､ア ドホ ､ソJjP2P無線網の理解､

日本における市場講義､競合製品などの概要調査 を行 った C その後､

HeshNet.mrksネI巨.本社を訪問 し､開発現場 ･実証.試験環境ul視察､米国

での ト:Jイアル実施状況を伺 った.これ らをふまえて､ 日本でのビジ

Åス展開における各社の ｢事業の定義｣ の検討を進め た .

jIに作成 した資料は以IF(フ)3柁類であ り､作成方法は､節∴LdIT
論文セ ミナーで報告 したものと同様 とし､A社､13針及びC社の事業

開発相当者が同時に作成 した｡

①新規 ビジネスをとりよく環境

②事業の基本定義

③業界を形成する主体者

4.3 新規 ビジネスをとP〕まく環境

各社 (代表 して (:礼)の検討結果を図表 4に示す()ビジネス開発担

当者か ら社 内環境 をみるI..､"Me shでい くら儲か るんだ ?と上司

からの激励が飛んでいる模様が見えて くる (A社)"cB社では､"携帯

電話でもア ドホ ックP2P無線網 と同様のシステムが構築できるので

はないかC無線 LANとの差別化が必要だ｡P2Pで他人の端末の電

力を勝手に任 うことは問題ではないか"などと慎重な見方が出ているo

それに対 して､"衛星通信以外の新規 ビジネスを開拓せよ｡できるだけ

早 く成果が現れるものを期待 している｡ (C社)"と新規 ビジネスに対

して強 く期待 している様 下が伺える｡ この ように､新規 ビジネスに対

する姿勢､ とらえ方は､プ｢!ジェク トを構成する各社で微妙に違 って

いるのが見て取れ る 0

-万､ビジネス開発笹 ､三十肴か らは､〃ァ ドホックP2P無線網oj放売

それ巨体はビジネスというよりもツール (技術)であ る. 潜在的な能

力を右するツールを押さえるJ_t_によって､ソリュ-シ::1ン提供時の

機器開発/販売/SI/IJJ"}タフォローな どの トータルで儲かるはずO

(A社)"とし､ア トホッ'jP2P無線網 自体の販売よ りも トータル ビ

ジネスに期待を寄せているoC社の場合には､"無線技術者に恵まれて

いるから､無線分野で ビジネスのネタを探 そう｡ 技術面で憧れた製品

を手がけたいO 技術を売 り物に していこう" としてお り､社内資源の

僅甘性を背景として新規 ビジネスの柱 とな るような技術の優れた製品

を探 してお り､その結果､ア ドホ ックP2P無線システムに出会 った

といえる｡

･性の利害関係者 との関係についても､各社からみた環境､見え方や
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手:害関係者からの反応t'･よ微妙l'･(.違って くる｡ 例えば主たる顧客 と想定

している官公庁(霞ウFA･Jl.t'用言体)については､砧簡単なものがいいrLo

使 うのが難 しいと使いませんO (A朴)"､郎時流であ り､具体釣なアプ

リケーションが充実 していることが重要だが､やは りコス ト問題も大

切であるC高ければ Tゞiえない03次元で位置表示ができる点は血nいC

映像を送れる点はすごいO (T3lf･.)"､"仕様が優れているのは分かるが､

El本での実靖を早 く作 -)て くれ｡外国製品ではね-｡日本のメ一一カで

は作れないの｡(C朴)"､と各社で異なっている｡ これ らは顧客や利害

関係者の要望､思いが多様なことを示 してお り､ビジネスを進めてい

く上での指針､ヒン トを提供 して くれる｡ 利害関係者の考え､思惑を

拾い上げる作業を通 じて､対象とする製品に対する要求事項 とビジネ

スの課題が次第に明らかになってきた｡

図表4 新規ビシ●ネスをとりまく状況 (C社)
憎さ｣聖獣仙'n 霞ヶ関(轟●雷簾書) で11_T:

自治体動きは理解できるが､
日羊の市収まユうのではない
か｡l小Arゥトと111ユわく本命J)A｡

′

ど

■■l

r補亮的 生産者 )

蝿LRの輔星通信JF亀局と柏合せると
金属とこでもただちにわトユl●Tlだ !
蛾皿Il徴tT(.にでもやりたい｡

コンビ1-始 社なと t

叩阜遠野 靖.i.宅及 ､､
Tるかな｡王T'はは手兄とい
う｡オオJlケ71も時にIiJtt
ことなくilSrこ連出しよう｡

NesMetyorks社 (Qt拾奮三 ､-こItIItpF1㌢がh々¢tltJ'IA.SJ事JLtとかのTifTIJJI大切-♯
4Zで丘上uウつつJiも.E3tはていも擦務雀(親刺者)

他人の遇借を媒介するとなる
とth述TT事Jr法上伺鼠かも｡=･Yがあれば農牧に粥硲ずるか.公共7イ細t洗うとかれ●ウ･と上げるとか.tu山IJだね｡

.,.Ae監さ偲 L=い..∫.三.こ⊥書.

有利か?桝Tンスe活用し増子の席ZZt畿丘利用しよう.

米Ei)a)Lb向はとにかく取持TFだ｡

(顧客)
仕様が催れているのは分かるが､
El本での実績を早く作.>てくれ｡
外q)封品ではね- (日本のトカで

ないの?).撫蝶LANはt恥

術JL述償以外の新規t'l･1確 聞
持せよ.できるだけ早く成乳が
積れるものを耶 している｡ I

'>̀棚 超当
撫農技絹肴に恵まれているからJ
無線分野でネタを辞そう｡櫛

琵蒜雷宗 警漂嘗警篭 を㌍■■■l■■
- ■-

- - - 一- ■-

(自企業)

捉虫t使うならし.)かりと
とtとってね!

▲セ

政治家
析yl計i静ま竃んでいるか..
地雇が兜生した岬の通信
は梓床できるのかbきち
んと51めてくれ｡ (帆
は ‖雷 1̀こなる?)

わトス さ '7ト事象寺

宙 ;漂誓 書藍
携帯嘗藩資牡などめるかもq
(代讐品雑書)

統幕電支払(脅かされることはないだろう｡
Il用用途が遭うはず.たけと､いつ化け
るかも知れないのでとりあえT惰1静圧濃
をしゥかりやり､対応策を考えておこう｡

企業(顧客)今時.大きな触法で昏TJ:い.
貫井他拙こ差をつけられる使
い方を鎧焦してくれ｡無頼LIK
と何が逢うのかね｡

4.4 事業の定義

次に､各A-i.夫々に事業の定義を打 った.rxl表 5に､C社の例 を示す.

C社では､"衛星通信､無線 IJANのシステム構築経験を基礎 として､

無線 LANを担 ぐSI事業者と競争 し､A社グループとC礼 グルーブ

(Li-!棲企業)FJ協力を更け､ ミッションクリチカルな業務を担 当する

官公庁等に対 して､-j'ドホックP2P無線網の構築事業を行 う｡ この

事業は､ 日本における公共安全分野の業務を薄実かつ効率的に実施す
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習'空室

るための ネソトーノ-夕を提 供 するとい う 全 休構想に貢献する" と事 業

の定義づけを 'U.ているO そ して定義 が 考 慮 すべ き要素 をあげ.､全体構

想やtt"f騨紋などとの整合性 を与tU'(い る O

今回のように 3孔のバー トナ リングで事業を進めていこうとする場

合 には､ この各社による事業内容のす り合わせが必須 であ る. 取 り組

みたいことと実際に可能なこと､ 自社が担 当すべ きなのかそれ とも他

社にや って頂 くのか､ といった点についてゲル一･一一プ各社のバ ランス等

を考慮 しつつ検討を進めていった｡

図表5事業定義 (C社)

事業の名称 j'++ホックP2P無線網のシステム構築卓業

事業定義 C牡の裁量通信､縛やLANのシステム捕集埼戦を畜頓として､無頼LANを卓{.SⅠ事英幸と政争し.
A牡ケル-丁とCttグループ(の中掠全寮)の協力を発け.ミッションクリチカルな票帝をせ当すさ 甘企
斤等に対して､ア ドホックP2P幕輸鳩の綿羊事案を行う.この手勢‡､日本における公共安全分野の茶
帝を躍動､つ軌牢的ーこ実施するためのネットワークを耕す与という全件棉薄に貫献する一.

定義が%べ普薫 顧客 SⅠ事典脊(官公庁◆､外郭団体(騎災､油肺､誉帝等の緊急逓倍及び1>プラを扱う租蛾))

機能 平時及び緊急時に安全､確実な逓倍を埠供する
鏡手事業者 他のSⅠ事無音､既蚊の無練を納入しているメ-カ､帝繰LAN蕪者､携帯毒せ会社
魅力 Hesh帖tworksの持つ虫争世位性とC社グループ(中嬢)企業との強力な/fイブ
資源 衛星逓倍､帝練LANシステム柄寮軽尊と字音粧力の旺卓な技術系社負

その他 利用形態串に関する輔+}力､アイディアが勝負dMeshPletyorkSの叙事.適用帯域は衛星通信とほほ璽なるため､酔客アクセスの優位性とHeshNetvorksの持つぜ位性くAdHocP2P､
杜●IJfI､位置表示､88等)をいかんなく尭揮することが肝要とみる.

全体構想 C牡における柑車軸中根として､また村長過信との租合わせによりヰ菜拡大への貰軒を職持し､ai象2檀兼界トツ丁の売上を目指す.この事賞を通じて､8本におけろ金持安全分野における手持を確実かつ
幼串的に実現するネサトワークを称する.

世界観 牧帯電静 ま便利だが､いざという稀やエ Ijア外ではせえない. 一方､無線LANは電治栓穴TSないしセキ1

リティ が下乗で使えZ:3い十これを鯖決丁与新しい逓信ネットワークが求められていろri7'で古手.Pip
に合う 77リケ-シヨンも禿筆してきたので､僻事の賞弗を支捜すろ役に立つ引用方法を草案できれば､
-奴の無輯LANを用いたものとの産別化を周ることはできる.公共分野のシステム練長を羊がけさこと.
この分封に濃出することrtC吐ケn,- 7'企粟として有食像である◆.

法:嘗筋 -職 場 曾網目 自書㌔ 索能怠凱 糾 シ捌方法論による事寮定義踊 横臥
凍4二-二三言論文一:ミ/- ■'rl表■さ盲 壷(1,7遠 示h:.表JGl;TT;;I:定盲Tb.毒こ̀一一盲;i:3義 (C)小林満男

･･1.5 補完'.lL-d!7)をJF,Iu出す

木 ビジネスは､これか らであ りひ とつ(JT)業界を形成す るには至 って

ないものの､競 /1711:Ll-i業者は どこか､補J完的隼キ着は誰かな どを検,-.:.J'()I

るために､図長 fiに示すようC.三業肘をif/,,成すると想定 L._tれ る 日本賞を

吾き出 したo L二の作業 とあわせて､ア ドホ ッJ/7t)2l)無線鞘に封する

競 合製晶0)洗い出 し､/Ji折 を行 ったO(図表 7)
図表 7か らは､第ⅠⅠ象限の高速性の領域で競合製晶が多数.現れ､ ま

た伝送速度も今後かな り高 くなっている様子がわかるC そこで､ア ド

ホ ヅクP2P無線網 としては､他の製品に対 して優位な

① ア ドホ ック桂 とマルチホ ッピング接続機能 (第ⅠIi象限)

② 位 置表示機能 (第Ⅳ象限)

③高遠移動項でも使えること (穎 Ⅰ象限)
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図表6 業界モデル (C社)

器 雲 ‥- ･--3ユニ

新規参入者
無はL州 の へ̀ン升-企業

補完的生産者
的 ほ轟D如尊者 ?

衛星通信会社

ウェアラフ●Ajンビュヰ会社

GIS､ ソフト開発会社など

供給者
A社 (輸入商社)

ラIセンス供与された製造メーカ

官公庁 二中央省庁 (露ケ冊)十E治体

第 4回IT論文セミナ ー

規制者
総務省 (栂普通債局)

回 内のメーカ系Sl事業者

競争事業者
他のシステムを担(･SI事業 者

既存の納入葉音

無線LAN業者

(携帯電話会社)

(C)小林満男

図表7 アドホックP2P無線網の優位性
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を前面に出 してい くことが重要と考えられた｡ これ らの図表作成 とデ

ィスカッションを通 じて､ア ドホ ックP2P無線網にとっての補完製

【■1晶日可か､それ らを生産､供給する事業者は誰なのか､ また競 合製品

をいかに した ら仲間 (補完製品)にで きるかについて､検討を重ねた ｡

以下に､ア ドホ ッJjP2P無線網の補完製品の別を示すC

(1)ウェアラブルコンピュータ

高速移動が可能 とな る､位置情報がわかる､身につけて使いたい､

小型で快 いやすいものがいいeそうすると､身につけるコンピュータ､

PT)A端夫やある棺のセンサなどが対象 となって くるO. この分野は､

技術進歩か早 く､また特許など複雑にか らむことが想辞され ることか

ら､先行する企業との連携が欠かせない｡

(2)無線 Ⅰ.AN
無線 LANは､基本的には競合製品であ るo しかし､無線 工JANを

rjイセ レスルータに収容する製品 (MEAブ リッジ)を使 うことによ

り､例えば､移動する電車､バスなどの中では､普段使 っている802.1lb
などの無線 LAIT環境で使い､この移動体 と地上ネ ッ トワークとの閏

をア ドホ ックP2P無線網で結ぶ という利用形態が可能 となる｡この

ような利用形態では､無線 LANは､ア ドホ ックP2PJ無線網 にとっ

て補完製品となるO

(3)衛星通信

ryl表 8に示すように､ア ドホックt･121.'無線網 と衛屋通億 とは､補

完的な関係にあ ると考えられ る｡ これ らを組み合わせて使 うことによ

り､遠隔地で移動 しながら使えるネ ッ トワ-クを溝速に構築すること,

が可能 となる｡衛星通信からみると､利用範和が格段に広がる可能性

が黒て くる｡ 一方､ア ドホックP2P無線網からみると､ア ドホ ック

∫)2ド空間が全国に盆暗に出現 しても驚塁通信 によってひとつのシス

テムとして有機的に結び付け られ ることになる｡ 街塁通倍車載尾 (可

搬局)とア ドホックP2P無線網 との経合せ事例を図表 9に示すQ

図表8 補完製品の例 (衛星通信)

アド如ク陀P無線網 衛星通信

サ-ヒ■ス工lJ7 地城的 (半径致100巾Xrt) 塊頼敵 組 藤 棚 拒 滋昔鵜

移動性 苦手 tel血過尾7沖は先度で題価)

端末サイス● 華萎 中～大(ユー抑-よより大)
位置表示 なし(GfSは軌峨JL;■外のみ可)T▼､｢

叫チ如ヒ'ンク● なしは東同士の正姐遇僧は不耶二甥 F,J .詩

自律穂能 なし

端末価格 穣三三≡こ≡ 高い

備 考 n'事サ押P無線Pl､角樽楓能 奇異逓倍 (山帝のVSAT)吐､租
を零Tる丁地神 で､帝 で移動確的,愛国鞄紺 で専守はづ竜横
I,ながら､手た泣軍軒 楓能を 戚する噂倉に義する,哉乗は姦

訳4回IT&文セミナ- (C)小林涌只
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図表9提案 事例 (衛星通信車載局との組合せ)

4.6 複数企業によるl■i川寺実施の効果

ア ドホックP2P無線網を構成する 主要機器の供齢ルー トは､

"A社-->C朴-->R-it一斗顧寓"とな り､缶社杜夫々価値を村DL)している｡

このような 3社が同時に_事業J::義の作 業を行うことによ り､

①各社の事業内容を明確に し､Ifl拍上との役割調整を/容易C･/_する

②市場環境をみる｢工 アイデア出 しを豊かにする

③ア ドホ ックP2P無線網展闘 ビジネスを適 しH本のバブ リッJj .

セフティの向上に資する "という上位 臼Fulを｣と有する

という効果があった{_考え Eh)れ る0

5 ア ドホックP2lj無線判の事業化に向8.I.た課題

プロジェク トを構成する省社による検討作業を通 し､本 ビジネスの

成功要因は､何 よ 短も顧客の活動を異体杓に支援 し効果があ ると認め

られ ることであ り､以下の 3虎が最も重要な鍵であると考えるO

① 顧客の活動を支援するためのアイデアを積極的に附 しあい､従来

手が届かなかった､新 しい適用領域を発桝する<構想力>

② 補完製品 (補完的生産者)をいかに見出せるか､ぞ して彼 らと.の

協業関係をいかに作 り出すかo可能であれば競争製品 (競今f-窮r業

者)を補完製ptJn(補完的/L拝者)に変える<提携戦略>
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③ これ らを果敢に実行する<機動力>

特に､従来 このような虫品がなかったために導入されていない分 野､

用途を見出し､その現場にあったアプリケーション (機能､使い弾手)

の検討が大きな意味を持つと考えられる｡例 えば､地下鉄などの大深

度地 卜における策告､あるいは高層 ビルで火災が兜/上し/:･_場合に,おい

て災害救助隊の通信手段 として､あるいは災害政肋ロボ ットとの適培

手段など多方面での利用が期待されるC

ア ドホ ッ}jP2P無線網は過酷な現場での利用が申JLt.､[･_なることが

想定される0)で､ヘビーデューティな要求に対応できる【昇7第U)確保､

製品供給の体制づ くりは不可欠である.

6 まとめ

ア ドホ ックP2P無線網は､従来の無線 LANにはない多 くの特徴

を持つ無線網である｡ この優れた機能を活か し日本のユ ビキタス環境

構築の一翼を担い､そ して ミッションク リチカルな業務における顧再

の活動を支援する木ビジネスはきわめて有意義なものと考えられる｡

ア ドホ ックP2･P無縁鰐をロムで展開するビジネスについて､特に

パブリック ･セフティ分野に焦点をあて､その導入展開を行う際の､

事業定義､想定顧客 ･競争事業者 8補完的生産者やこのビジ湊スを実

現する上での課題について､事業の定義を中心に検討を行った｡ 検討

にあたっては､A社及びB社の事業貞J王者､担当の方 //から本事業の

意義､米国におけるア ドホックP2P無線網を用いたビジネスの動向

等について有益なア ドバイス､ヒン トを頂いた｡深 く謝恵を表 します0
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